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連　
載

「
ふ
る
さ
と
」と
い
う
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス（
上
）

―
―
新
た
な
居
場
所
の
確
保
と
ア
ウ
ト
カ
ム

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS
ふるさと

第㊼回

▼
日
本
に
お
け
る
変
革

こ
の
シ
リ
ー
ズ
も
終
盤
に

な
っ
て
き
た
。
ま
と
め
を
今

回
と
次
回
で
行
い
た
い
。

「
ふ
る
さ
と
」
は
、
場
所
で

あ
り
、
人
の
き
づ
な
で
あ

り
、
経
済
が
そ
れ
を
後
押
し

す
る
。
そ
れ
は
「
暮
ら
し
」

を
つ
く
る
。
現
在
、
地
方
も

東
京
も
、
新
型
感
染
症
コ
ロ

ナ
禍
が
最
優
先
の
社
会
状
況

で
あ
り
、
す
っ
か
り
暮
ら
し

が
変
容
し
た
。
こ
の
災
禍
へ

の
対
応
と
し
て
「
新
し
い
生

活
様
式
（
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
）
」
が
喚
起
さ
れ
、
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
な
ど
が
確
か
に
浸
透

し
、
暮
ら
し
に
変
革
が
起
っ

ー
ク20

年
く
ら
い
前
に
、「
職

住
近
接
」
が
唱
え
ら
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
東
京
一
極

集
中
を
看
過
＆
歓
迎
し
た
の

で
、
遠
隔
地
か
ら
の
鉄
道
通

勤
が
主
流
と
し
て
定
着
し
、

通
勤
距
離
は
１
０
０
㌔
㍍
に

も
及
ぶ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
歓
迎

さ
れ
た
の
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

【
２
】
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
後
押
し

し
た
。
必
須
の
適
用
で
あ
っ

た
。

【
４
】
オ
ン
ラ
イ
ン
＆
リ
モ

ー
ト
会
議

前
項
と
同
様
の
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

や
リ
モ
ー
ト
会
議
で
あ
る
。

筆
者
の
所
属
す
る
団
体
は
平

均
年
齢
75
歳
超
の
高
齢
者
の

組
織
で
あ
り
適
応
が
遅
れ
た

が
、
そ
の
効
果
に
気
づ
き
、

ま
さ
に
常
用
さ
れ
る
兆
し
で

あ
る
。

【
５
】
大
学
の
変
革

現
在
、
多
く
の
大
学
は
、

リ
モ
ー
ト
で
講
義
や
ゼ
ミ
も

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
在
り

様
が
問
わ
れ
て
い
る
。
リ
モ

ー
ト
講
義
は
、
放
送
大
学
で

も
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
実

績
は
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た

星
槎
大
学
の
よ
う
な
通
信
制

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
変
革
の
基
軸

前
述
の
よ
う
に
、
変
革
に

は
背
景
が
係
わ
る
。
今
回
の

変
革
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技

術
）
と
い
う
背
景
が
あ
り
、

そ
の
特
徴
が
活
か
さ
れ
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
従
来
の
ア

ナ
ロ
グ
社
会
か
ら
デ
ジ
タ
ル

に
社
会
へ
の
変
革
を
つ
く
り

出
す
背
景
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
に
駆
動
力
を
与
え
た
の
が

コ
ロ
ナ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

老
若
男
女
を
問
わ
ず
〝
イ
ン

パ
ル
ス
〟
と
し
て
迫
っ
た
。

イ
ン
パ
ル
ス
は
、
あ
る
時
、

瞬
間
的
に
起
こ
る
外
乱
（
＝

衝
撃
）
を
い
う
。
今
回
は
、

そ
の
イ
ン
パ
ル
ス
が
、
波
動

の
よ
う
に
何
度
も
影
響
し

た
。
例
え
が
良
く
な
い
が
、

津
波
の
第
一
波
、
第
二
波
、

の
よ
う
に
。

そ
の
変
容
と
、
同
時
に
そ

の
影
響
に
つ
い
て
例
示
し
た

い
。

【
１
】
政
府
の
対
応
の
不
慣

れ
変
革
に
最
も
不
慣
れ
な
の

が
政
府
で
あ
り
、
そ
の
対
応

で
あ
る
（
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
）。
初
動
や
情
報
把

握
と
適
応
施
策
に
は
課
題
が

残
る
。
そ
の
施
策
に
は
、
国

民
の
犠
牲
と
心
あ
る
《
自

助
》
に
よ
っ
て
状
況
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
。「
で
き
る
状

シ
ョ
ン
フ
リ
ー
、
➋
ジ
ェ
ン

ダ
ー
フ
リ
ー
、
➌
レ
ジ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
フ
リ
ー
の
三
つ

の
フ
リ
ー
が
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
に
お
け
る
ト
レ
ン
ド
で
は

な
い
か
と
、
筆
者
は
コ
メ
ン

ト
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
学
齢
に
は
無

関
係
で
、
高
校
生
や
中
学
生

も
発
信
で
き
る
。
最
近
、
長

野
県
の
小
学
生
の
著
作
『
料

理
大
好
き
小
学
生
が
フ
ラ
ン

ス
の
台
所
で
教
わ
っ
た
こ

と
』が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

【
７
】
ふ
る
さ
と
就
労

密
接
回
避
の
コ
ロ
ナ
対
策

は
、
地
方
や
田
舎
へ
の
関
心

が
向
け
ら
れ
た
。
仕
事
や
雇

用
、
そ
し
て
経
済
の
背
景
が

必
要
で
あ
る
。
が
一
方
、
幸

福
や
楽
し
み
、
心
身
共
に
健

康
に
生
き
る
こ
と
へ
の
意
識

変
革
も
生
ま
れ
た
【
註
３
、

４
】。
そ
う
し
た
情
報
を
提

供
す
る
の
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
あ

る
。
第
一
次
産
業
の
募
集
サ

イ
ト
、
村
が
丸
ご
と
ホ
テ
ル

な
ど
の
新
企
画
が
話
題
と
な

っ
て
い
る
【
註
５
、
６
】。

【
８
】
田
舎
に
暮
ら
す

若
い
夫
婦
が
田
舎
に
暮
ら

す
、
地
方
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
で
仕
事
し
、
エ
コ
フ
ュ
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
構
築
す

る
。
こ
れ
は
、
筆
者
の
一
般

社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

の
基
礎
概
念
で
あ
っ
た
。
い

ま
、
そ
の
必
要
性
が
現
実
と

な
っ
た
。

【
９
】
さ
れ
ど
東
京

一
方
で
、「
東
京
」
に
拘

る
人
や
企
業
も
あ
る
。
そ
れ

は
行
政
も
含
ま
れ
る
。
ａ
ｆ

ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
も
、《
自

助
》
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
確

か
に
、「
東
京
」
の
価
値
は

大
き
い
が
、
地
方
と
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
の
解
消
が
コ
ロ
ナ

を
回
避
す
る
機
会
と
な
る
。

「
さ
れ
ど
東
京
」
は
、
米
国

大
統
領
の
固
執
に
一
致
す
る

態
度
か
も
し
れ
な
い
。

【
10
】
く
ら
し
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
／
資
源

本
紙
の
主
題
で
あ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
、
新
時
代
に
対
応

し
た
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
時
代
で

あ
る
。
同
時
に
、
自
動
車
も

電
気
自
動
車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
自
動
車
に
替
わ
ら
な
い
と

い
け
な
い
。
中
国
で
は
、
世

界
戦
略
の
テ
ス
ラ
に
迎
え
撃

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
コ
ロ
ナ

禍
の
９
月
に
開
催
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
、《
ア
ウ
ト
カ

ム
》
と
呼
ば
れ
る
成
果
が
重

視
さ
れ
、
そ
し
て
、
大
学
は

大
学
も
実
績
と
存
在
感
を
つ

く
っ
て
き
た
方
式
で
あ
る
。

変
革
は
大
学
や
学
位

に
対
す
る
価
値
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
国

洋
戦
争
の
敗
戦
と
占
領
、
が

挙
げ
ら
れ
る
。
次
第
に
、
間

隔
が
短
く
な
っ
て
い
る
が
、

④
今
回
の
コ
ロ
ナ
も
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
の
間
、
江
戸
開

府
、
関
東
大
震
災
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
（
１
９
６
４

年
）
、
そ
し
て
東
日
本
大
震

災
な
ど
の
出
来
事
も
国
内
事

情
を
大
き
く
変
え
た
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も
、
後

述
の
よ
う
に
、
日
本
の
暮
ら

し
全
般
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
海
外
由
来
の
事
例

と
い
え
る
。
暮
ら
し
や
ビ
ジ

ネ
ス
が
変
わ
っ
て
い
る
。
そ

の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
そ

の
前
兆
は
見
ら
れ
た
が
、
正

当
化
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た

も
の
も
多
い
。
い
ま
そ
の
興

味
深
い
情
報
が
次
々
と
行
き

交
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
一

面
を
、「
ふ
る
さ
と
Ｓ
ｏ
ｍ

ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
」
と
し
て
取

り
上
げ
た
い
。

▼
「
ふ
る
さ
と
」
を

ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
と
し
て

と
ら
え
る

こ
こ
で
視
点
と
し
て
考
え

た
い
の
は
、「
居
場
所
」
で

あ
る
。
居
場
所
は
、
世
代
や

学
習
や
仕
事
に
よ
っ
て
異
な

る
。
ま
た
余
暇
と
し
て
の
居

場
所
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
居
場
所
は
必
要
で
あ
る
。

「
ふ
る
さ
と
」
は
、
心
の
居

場
所
で
あ
っ
た
り
、
か
つ
て

の
居
場
所
で
あ
っ
た
り
す

る
。
居
場
所
が
伝
え
て
く
れ

て
い
る
。

日
本
の
改
革

は
、
こ
れ
ま
で

も
自
主
的
で
は

な
く
外
国
の
関

わ
り
が
必
要
の

よ
う
で
あ
っ

た
。
歴
史
と
し

て
は
、
①
隣
国

の
朝
鮮
や
中
国

か
ら
の
仏
教
の

伝
来
、
②
そ
の

後
３
０
０
年
置

い
た
米
国
に
よ

る
開
港
に
よ
る

明
治
維
新
、
③

さ
ら
に
そ
の
約

90
年
後
の
太
平

況
づ
く
り
」
を
施
策

と
さ
れ
て
い
な
い
。

【
２
】
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効

用
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
時
代
、

ケ
ー
タ
イ
＆
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
＆
Ｓ
Ｎ
Ｓ

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
基
盤
と
し
て

働
い
た
。
日
本
の
国

民
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
い
う
施
策
が
あ
れ

ば
、
そ
の
適
用
に
は

す
ぐ
慣
れ
る
特
質
を

も
つ
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
有

効
利
用
す
る
こ
と
が

適
時
と
な
る
。
適
用

と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
導
入
が
施
策
の

要
と
な
る
。

【
３
】
リ
モ
ー
ト
ワ

る

こ

と

を
、

《
ア
フ
ォ
ー
ダ

ン
ス
》（
＝
そ

の
想
い
を
感
じ

さ
せ
る
実
態

（
土
地
）
や
郷

愁
）
と
し
て
て

議
論
し
た
い
。

ア
フ
ォ
ー
ダ
ン

ス
は
、
そ
れ
自

体
が
何
か
し
ら

の
情
報
を
提
供

し
、
魅
力
が
あ

る

こ

と

で
、

「
ふ
る
さ
と
」

や
「
居
場
所
」

も
そ
れ
に
当
た

る
。

地
域
と
の
関
わ
り
が

求
め
ら
れ
る
。
同
時

に
、
内
容
は
国
際
水

準
で
あ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
【
註
１
】。

【
６
】
若
者
の
参
加

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

は
、
若
者
に
は
入
り

や
す
い
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
現
在
ば
か
り
で

な
く
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
と
も
い
わ
れ
る

よ
う
に
将
来
に
目
を

向
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
コ
ラ
ム
で

も
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

で
行
わ
れ
た
「
学
生

わ
た
し
た
ち
の
役

割
」
に
つ
い
て
紹
介

し
た
【
註
２
】
。
そ

こ
で
は
、
➊
ロ
ケ
ー

つ
よ
う
に
、
国
産
の
電
気
自

動
車
が
開
発
さ
れ
普
及
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
の
軽

自
動
車
仕
様
に
倣
う
Ｋ
‐
Ｃ

ａ
ｒ
で
、
セ
カ
ン
ド
カ
ー
と

し
て
（
ま
た
一
部
で
は
フ
ァ

ー
ス
ト
カ
ー
と
し
て
も
）、

エ
コ
カ
ー
と
し
て
爆
発
的
な

需
要
を
得
て
い
る
。
第
二
の

同
ク
ラ
ス
の
Ｅ
Ｖ
が
開
発
さ

れ
、
来
年
の
発
売
で
あ
る
と

い
う
。

▼
な
ぜ

ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
か
？

《
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
》

は
、
知
覚
心
理
学
が
教
え
る

現
実
（
リ
ア
リ
テ
ィ
）
の
認

識
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
在

を
と
ら
え
る
と
き
の
基
礎
的

な
背
景
と
も
な
る
。
そ
れ

は
、
経
験
を
超
え
る
新
し
い

感
覚
の
養
成
や
獲
得
と
も
な

る
。《

ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
》
に

も
、
対
象
が
あ
り
、
そ
れ
は

モ
ノ
で
あ
り
、
場
所
が
関
わ

る
。
そ
の
モ
ノ
に
は
、
実
態

が
あ
り
、
見
た
り
触
れ
た
り

感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
一
般
に
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン

ス
は
、《
認
識
》
で
あ
り
、

暮
ら
し
の
容
易
さ
を
つ
く
る

《
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
》
に
適
用

さ
れ
た
り
す
る
。
例
え
ば
、

説
明
な
し
で
行
動
を
導
く
デ

ザ
イ
ン
で
あ
り
、
ド
ア
を
開

閉
す
る
時
の
ノ
ブ
の
回
す
行

動
を
考
え
ず
に
で
き
る
よ
う

に
す
る
な
ど
で
あ
る
。
ド
ア

と
い
う
《
モ
ノ
》
が
、
そ
の

行
為
を
自
然
に
導
く
《
ア
フ

ォ
ー
ド
》
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ
と
い
い
現
実
と
す
る

が
、
そ
れ
は
ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
コ

ロ
ナ
に
す
る
た
め
の
導
き
で

あ
る
は
ず
で
あ
る
。
都
市
と

田
舎
は
《
場
所
》
で
あ
り
、

そ
こ
に
《
ふ
る
さ
と
》
や

《
居
場
所
》
と
い
う
《
モ

ノ
》
が
あ
る
。
そ
の
も
の

が
、
ア
フ
ォ
ー
ド
す
る
魅
力

を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
媒
介
と
し
て

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
は
、
密
集
や
集
中
が
最
大

の
価
値
で
あ
っ
た
「
東
京
」

か
ら
の
回
避
と
い
う
側
面
が

あ
ら
ゆ
る
変
革
を
活
か
せ
る

《
チ
ャ
ン
ス
》
で
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
別
の
言
い
方
を
す

れ
ば
、「
で
き
る
状
況
づ
く

り
」
の
宝
庫
で
も
あ
り
、
い

ま
こ
そ
知
恵
と
実
践
を
通
し

て
《
ア
ウ
ト
カ
ム
》
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具

体
例
は
、
次
回
へ
続
報
と
し

た
い
。

【
註
１
】「
大
学
評
価
文
化
の

定
着
」（
独
法
）
大
学
改
革

支
援
・
学
位
授
与
機
構
サ
イ

ト

か

ら

引

用
、https://

www.niad.ac.jp/n_shu

ppan/w
ebtv/im

age/
no9_hyoukabuntv.pdf

【
註
２
】
本
コ
ラ
ム
第
39
回

「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
ふ
る

さ
と
快
活
―
三
つ
の
フ
リ
ー

が
時
代
の
ト
レ
ン
ド
」
第
１

６
５
／
１
６
６
号
（
２
０
２

０
年
８
月
24
日
刊
）

http://www.kofuza.jp/
im

ages/nen_2020_39.
pdf【

註
３
】
本
コ
ラ
ム
第
30
回

「
コ
ロ
ナ
危
機
に
思
う
こ
と

―
―
都
市
・
田
舎
・
自
然
・

人
間
」
第
１
５
５
号
（
２
０

２
０
年
４
月
６
日
刊
）

http://www.kofuza.jp/
im

ages/nen_2020_30.
pdf【

註
４
】
本
コ
ラ
ム
第
32
回

「
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ
ｉ
ｎ
ｇ
ｈ
ｏ
ｍ

ｅ
」
第
１
５
７
号
／
第
１
５

８
号
（
２
０
２
０
年
５
月
４

日
／
５
月
11
日
刊
）

http://www.kofuza.jp/
im

ages/nen_2020_32.
pdf【

註
５
】
北
海
道
の
転
職
・

就
職
・
適
職
求
人
サ
イ
ト

「
ジ
ョ
ブ
キ
タ
」

https://www.jobkita.
jp/ichijisangyo/

【
註
６
】
小
菅

源
流
の
村

「
７
０
０
人
の
村
が
ひ
と
つ

の
ホ
テ
ル
に
」

https://nipponiakosu
ge.jp/dining/

インターネットによる求人情報

いままでの大学評価＆これからの大学評価


